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修士論文要旨
心肺体力の高い女性では加齢による動脈硬化と左心室肥大が抑制される
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I．緒言
心筋の形態と機能は、加齢により、壁厚の増加、左心室
重量の増加や左心室の拡張・収縮機能の減少といった構造
上と機能上の変化がみられ、心血管機能や循環器病リスク
に好ましくない影響を及ぼすとされる。また、習慣的な身
体活動は、加齢による循環器病の予防や治療の一要素とさ
れている。
習慣的な有酸素運動が、加齢による動脈ステイフネスの
増加を抑制するということが明らかとなってきた。生理学
的には、動脈の弾性と心臓の形態・機能はカップリングす
るものと考えられている。それゆえ、この動脈ステイフネ
スの加齢に伴った増加の減衰は、左心室における加齢に伴
う変化へ好ましい影響を与えているかもしれない。Gates
らはこの影響を明らかにするために、様々な習慣的な有酸
素運動実施状況にある若年から老年男性までを調査し、加
齢による左心室形態・機能の変化への習慣的な運動の影響
を明らかにした。しかしながら、この研究における結果は
男性についてのみのデータであり、女性についての報告は
ない。そこで本研究では、若年および中高年女性を対象と
し、有酸素能力の最も客観的な指標の一つである最大酸素
摂取量をもとに、加齢による左心室形態・機能および動脈
機能の低下が、心肺体力（最大酸素摂取量）の低い者と比
較して高い者において抑制されているであろうという仮設
を立て、左心室形態・機能および動脈ステイフネスにおけ
る加齢と心肺体力の交互作用について検討することを目的
とした。
Ⅱ．方法
1）被験者
様々な身体活動レベルを有する若年女性と中高年女性（年
齢：18～69歳）の184名を若年低体力群、若年高体力群、
中高年低体力群、中高年高体力群の4群に分けた。
2）左心室形態・機能の測定
左心室拡張（収縮）末期径、心室拡張（収縮）期中隔厚、
左心室拡張（収縮）期後壁厚、左心室拡張（収縮）末期容
積、左心室重量、左心室肥大指数を測定した。
3）動脈機能の測定
安静時血圧、動脈ステイフネス（baPWV、AI）を測定し
た。
4）最大酸素摂取量の測定
自転車エルゴメーターにより最大酸素摂取量を測定した。
Ⅲ．結果
若年者における動脈ステイフネスと左心室肥大指数には
低体力群と高体力群の間に有意な差はなかったが、中高年
者での動脈ステイフネスと左心室肥大指数は、低体力群と
比較して高体力群で有意に低かった（P＜0．01）。
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＜主要な知見＞
本研究での主要な知見は、以下の通りである。1）若年者
の低体力群と高体力群の間では、動脈ステイフネスと左心
室肥大指数に有意な差はなかった。2）中高年女性において、
高い心肺体力を持つ女性では、動脈ステイフネスと左心室
肥大指数は小さかった。3）仝集団における左心室肥大指数
は、動脈ステイフネスと有意な相関関係にあり、心臓と血管
がカップリングしていた。以上の結果から、心肺体力を高く
保つことは、女性の加齢に伴う動脈ステイフネスの増加と左
心室求心性リモデノングを抑制することを示唆している。
＜まとめ＞
中高年期において高い心肺体力を持っている女性では、
高血圧、動脈硬化、左心室求心性リモデリングの発症リス
クは低いという可能性が示唆された。心肺体力を高く保つ
ことは中高年期において発生する様々な心臓血管疾患の発
症リスクを抑えることに効果的である。
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